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ンニン酸20% ， pH 調節剤 5% を含有する合剤(以下，合剤と略す)を，局部床義歯の鈎歯に隣接す
るレジン床内に填塞する方法を用いた。まず合剤の局部床義歯への墳塞方法を検討し，次いでその合
剤の鈎歯における麟蝕抑制効果について基礎的ならびに臨床的に検討を加えた。
まず\円柱形のレジンブロック(径 8 mmX 高さ 10mm ) に形成した嵩洞に合剤を填塞する場合，練和
材には亜鉛華ユージノールセメント，またはリン酸亜鉛セメントを用い，合剤の配合率は30% ， 50% , 
70% とし，また嵩洞の直径は 2 mm ， あるいは 3 mm とした。このような合剤の適用方法のうち，合剤成






た場合のF ， Zn , Sr のエナメル質表層への取込みについてX線マイクロアナライザーを用いて分析
した。また，同様に処理したエナメル質片を硫酸鉄にて染色し，タンニン酸の取込みについて光学顕
微鏡を用いて観察した。その結果，合剤の各成分は 7 日間でエナメル質表層に取込まれ， 90 日間では
さらに深く取込まれた。
次いで、，前実験と同様に合剤を填塞したレジンブロックにエナメル質片を近接させて人工唾液中に




7 日間装着した後，歯面に形成されたプラークにスクロース溶液を滴下した時の pH の経時的変化を
アンチモン電極で測定した。その結果 レジン床を装着したことによりプラークの pH の低下が抑制
され，その回復に要した時間も減少した。
次いで\合剤を配合した亜鉛華ユージノールセメントを填塞したレジンブロックにエナメル質片を
近接させたまま，踊蝕活性試験培地に浸漬し， S tr.ep to-coccus. mutans K1R 株を接種して 24時間
培養した。このエナメル質表面に形成されたプラークを採取して再び踊蝕活性試験培地に接種し， 48 








蝕について，義歯装着 6 カ月後， 12カ月後および16カ月後に観察した。その結果，鈎歯の義歯側隣接
面麟蝕の擢患率は16カ月後で対照側は29%であったのに対し，実験側では 6% と低い値を示し，また
すべての観察期間において有意の差が認められた。
以上の結果，フッ化亜鉛，フッ化ストロンチウム，タンニン酸を含む合剤を50%配合した亜鉛華ユ
ージノールセメントを練和し，これを局部床義歯の鈎歯に隣接するレジン床内に墳塞することによっ
て，エナメル質の耐酸性が向上し，歯面に付着したプラークのスクロース溶液を滴下した時の pH'の
低下が抑制され，鈎歯のプラークの麟蝕活性度が低下し，鈎歯の義歯側隣接面の麟蝕に対する抑制効
果のあることが示唆された。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，タンニン・フッ化物合剤を局部床義歯に応用することにより，鈎歯の義歯側隣接面に多
発する麟蝕を予防することを目的として，基礎的且つ臨床的に研究したものである。研究の結果，タ
ンニン・フッ化物合剤を配合したセメントから溶出する成分により，エナメル質の耐酸性が向上し，
スクロース溶液を滴下した時の歯垢の pH の低下が抑制され，臨床では鈎歯の麟蝕が抑制されること
が示唆された。
このことは従来ほとんど研究されていなかった鈎歯の麟蝕を予防する手段について重要な知見であ
り， {面値ある業績であると認められる。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認
める。
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